


主題「身近な地域の自然を知ろう」
ねらい「生き物がたくさんいることを知る，守るべき自然があることを知る。甘利山の未来を一緒に考える」
流れ
①自己紹介　（５分）言葉に注意
・生物→いきもの
・様々な発達段階の児童がいる。脱線しすぎると授業がうまくいかなくなる可能性あり

②導入　（５分）
③甘利山には珍しい生き物がいる。
④どうして珍しい生き物を大切にしなきゃいけないの？
⑤さわら池が埋まりつつある
⑥甘利山には３つの未来がある
それを決めるのは将来のみんなです。

―――――――――――――――――――――――――――
セリフ［スライドを使いながら説明］
赤字：博士役３名（理系生物選択者が望ましい），
黒字：司会の生徒3名（小学校教員を志望する高校生）
①自己紹介
司会：こんにちは。韮崎高校の３年生の〇〇です。
司会：〇〇です。
司会：〇〇です。私たちは小学校の先生になることを目指して毎日勉強に励んでいます。今回は★★小学校３年生のみんなに，このような話ができることを嬉しく思います。また，こちらにいる３人は甘利山の研究をしています。私たちはこの３人を甘利山博士と呼んでいます。今日は，私たちと一緒に甘利山について勉強しましょう。
博士：韮崎高校３年の〇〇です。
博士：〇〇です。
博士：〇〇です。３人合わせて甘利山博士です［科学部３人自己紹介］

②
司会：今日はみんなと甘利山について勉強するために来ました。甘利山に登ったことある人いますか？
司会：甘利山に登ったことがある人は手をあげてください［手をあげてもらう］
司会：あ，結構いますね。その時のことで覚えていることを教えてください[（あてる）］
司会：そう，今日の話は，甘利山は特別な山という話です。

③［ここからはスライド使用］
司会：甘利山が特別な山なのですが，何が特別かというと，それは珍しい昆虫や動物がいるからです。
この写真分かりますか？　「トンボ」そうです。珍しいトンボがたくさんいます。
［次のスライド］
司会：次はこちらの写真です。この写真の中には名前が分かるものありますか？　そうカエルです。
司会：カエルも珍しいのでしょうか？　博士いかがでしょうか？　
博士：実はこのカエルは，珍しいことは珍しいのですが，それだけじゃなくて，この甘利山がこのカエルが一番寒いところに住んでいる場所ということです。本当ならもっと暖かい場所にいるはずのカエルが，ここにはいて，とっても不思議なんです。
博士：また，トンボも他では見られない珍しいトンボがたくさん甘利山にいます。
司会：へー。珍しい昆虫がたくさんいるのが，甘利山なんですね。
では，どうして珍しい昆虫がいるのでしょうか？　博士教えてください

④
博士：はい，ではここでクイズです。私たち３人の意見のうち，珍しい昆虫がいる理由をちゃんと言っている人が１人います。誰が正解か考えてみましょう。
博士：（１）人が手入れをしていてきれいなお花が咲くようにしているから
博士：（２）昔，この地域に住んでいた人たちがあちこちから珍しい昆虫を集めてきたから
博士：（３）人が集めたのではなくて，昆虫たちが逃げてきた。安全に暮らしたいようって他の場所からここに逃げてきた
司会：おっと三択ですね。どれが正解だと思いますか？［手をあげてもらう］はい，では，博士，正解をお願いします。
博士：正解は一番です。トンボなどの昆虫はお花のミツが大好きです。だからお花があるとこに集まります。ほっておくと甘利山は木が生い茂る森になってしまうのだけど，森にならないように，人が手入れをしてお花畑のままでいられるようにしています。そうすると，トンボとかの昆虫が他の地域から集まってくるということです。

司会：へー。そうなんですね。人がきれいな花が咲くように手入れをしているから昆虫が集まってきて，しかもほっとくと森になっちゃうんですね。森になっても花が咲けばいいんじゃないのって思うけど博士どうですか？
博士：それは違います。きれいなお花は日の光が当たるところじゃないと咲きません。森の中，ちょっと薄暗いでしょ。そういうところにはきれいな花は咲かいないんだよ。じゃあ，またクイズね。
甘利山には珍しい昆虫がたくさんいます。どうして珍しい昆虫がいるといいでしょうか？　
はい。ここも3択クイズです。
（１）珍しい昆虫がいると，それを見るために観光客がたくさん来てくれるから
（２）珍しい昆虫がたくさんいると，それを狙って珍しい鳥もたくさん集まってくるから
（３）珍しい昆虫がいることがいいのではなくて，本当はたくさんの種類があるってことがいいこと。

司会：うーん。どうでしょう。では，★★小の皆さん。どれかに手をあげてください。［聞く］
でもですね。例えば，
例えば外国から珍しい昆虫を輸入して，この甘利山にこっそり放しました。外国でも珍しい昆虫がこの甘利山にもあります。これはいいことですか？　★★小のみんなはどう思うかな？　もう一度言うね。
［手をあげてもらう］
え，どうして？　珍しい昆虫がいるんですよ。［手をあげている子供をさして理由も聞く］

司会：はい。さっきのクイズ。珍しい昆虫がいることがどうしていいかの正解は，2番ということですね。　珍しいことがいいことではないです。本来，この甘利山にいる昆虫がちゃんとこの先も残っていることが大切です。そして，珍しいということは数が少ないってことです。数が少なくてもちゃんと残っている。この先も残っていることが大切なんです。そして，この先もこの環境が残るようにみんなで力を合わせることが大切なんですね。
司会：あ，ここ大切なところだと思うので，もう１回言ってください。
司会：はい。何度でも言いますよ。（繰り返す）

⑤
博士：そうですね。そして，甘利山にはお花畑だけじゃなくて，池もあるんだよ。次は池の話です。私たちは甘利山のさわら池ので調査をしています。この池が，昆虫や鳥たちの水場になっていました。さっきのたくさんの昆虫がいるという話をしましたが，この「さわら池」があることも関係しています。そして私たちは，調査をする中で，だんだんと池が埋まってきているということを突き止めました。池が埋まってなくなってしまうと，昆虫もまた鳥たちもいなくなってしまうかもしれません。だから，池がなくなってしまうのは困ることなんです。
司会：はいはい。じゃあ，この池，深さを考えてほしいと思います。４拓クイズです。
どれかに手をあげてもらうからよく考えてね。「４0cmない。」「４0センチから６０センチ。」「６０センチから１メートル。」「１メートル以上。」（手の幅で示しながら）はい。では，どれか1つに手をあげてください。
はい。では，正解を博士お願いします。

博士：正解はというと，なんと平均したら５８センチ。そして，浅いところでは３０cmしかないのです。２番目に手をあげてくれた人が正解です。

司会：あ，ちょっといいですか？　30cmしかないからといって入ってはダメですからね。
司会：そうですよ。底は泥で，入ったらどんどん沈んでいって，戻ってこれなくなっちゃうから，絶対に子どもだけで近づいちゃだめだからね。はい。では博士続きをどうぞ。
博士：はい。ありがとう。子どもだけで行ってはダメだからね。そしてさらに私たちはさらに調べました。どうして泥がたまるのか？　実は泥がたまる理由はまだ調査中で分かっていません。でも，どれくらい泥がたまっているかは分かっています。
博士：実は30年前に工事があって，そのときに深さが250cmになったことが分かってるんだよ。でも今は深さは70cmになっちゃっていたの。分かるかな。もう一度言うよ。３０年前は深さは２５０cm。２５０センチって言ったら，このくらいの高さ（壁とかを差しながら）。そして今は70cm。このくらいの高さ。　
司会：はい。司会の〇〇さんは分かりますか？

司会：はい分かります。３０年でそれだけ泥がたまったっていうことです。ということは，30年で何センチの泥がたまったの。計算できるかな？［手をあげて答えてもらう］
司会：はい。正解です。分かるかな？
司会：では次です。毎年毎年泥がたまっていったの。30年間。そしたら１年で何センチたまったの？　でも，みんなはまだ小学3年生だから，割り算を習うのはこれからだね。割り算を勉強すると，こういうことも分かるようになるんだよ。勉強って大事だよね。では正解をお願いします。
司会：正解は1年で６センチずつ泥が溜まっていったんだよ。［ジェスチャーで］去年は６センチ泥がたまりました。今年も６センチ泥がたまりました，来年も６センチ泥がたまります。30年経ったら１８０センチも泥がたまってました。
司会：え，ということはこの先，この池はなくなっちゃうかもしれないの？
博士：それは分からない。私たちの予測では湿地になるのではないかと思っているんだ。湿地ってわかるかな？
司会：はい。博士。湿地が分かりません。湿地ってなんですか？
博士：湿地って確かに普通は聞かないよね。【湿地について説明】こんな感じなんだよ。でも，池は水飲み場でもあるから，湿地になったら，今いる珍しい昆虫もほとんどいなくなっちゃうかもしれないね。
司会：え，じゃあどうしたらいいの？　ここからは難しい話だね。
司会：私たちの未来は２つあるってことだね。さわら池を守るために，きれいな花が咲く場所であるように草刈りを続ける。水場である池を守るために泥をとる工事もする。そうやってこの甘利山の環境を守り続けるか，それとも，何もしないで，池がなくなって湿地になっていくか，どっちがいい？
博士：ちょっと待って。選択肢はもう１つあるんだよ。ここはずっと昔から人が住んで手入れをしてきた。でもその手入れをするその前は人の手が入っていない森と池があったんだ。分かるかな？
博士：そう。そして，その誰も人の手が入っていない森と池の段階にまで戻す工事をするんだ。本当の本当の人の手が入っていない自然な状態に戻してそしてそっとしておく。そういう選択肢もあるんだよ。
博士：これ分かるかな？　今の甘利山は人の手が入り，きれいな花が咲いて珍しい昆虫もいて，それはとてもいいことに聞こえるよね。でも，そのせいでいなくなったコケがいるんだよ。そのコケも本当は珍しいコケだったんだ。だから，そのコケがもう一度戻ってこれるように，人の手が入る前の段階にまで戻すっていう選択肢もあるんだよ。
司会：わかった。もう一度言うね。私たちの未来は３つある。
司会：１つ目はさわら池の珍しい昆虫たちを守るためにも，工事をしたり草刈りをしたりしてお花畑を守る活動をする。
司会：２つ目は何もしないで湿地になる。
司会：３つ目は人の手が入る前の本当の自然に戻す工事をして，そこからはそっとしておく。
司会：この３つだね。博士はどれがいいと思うの？
博士：これはとっても難しいんだ。そしてそれを決めるのは，この甘利山の持ち主だよ。つまり韮崎市に住む人たちだよ。
司会：博士は韮崎市に住んでるの？
博士：僕が住んでいのは甲府市です。僕は北杜市です。僕も北杜市です。

司会：えー。私は韮崎市だよ。
司会：私は　私は………
ほかに韮崎市に住んでる人はいないの？　韮崎市に住んでいる人手をあげて！
司会：そうだね。★★小のみんなは韮崎市に住んでいるよね。
そして，決めるにはまず甘利山を見ないとね。
司会：みんなはもうすぐ甘利山を見に行くよね。その頃はレンゲツヅジが咲いてとてもキレイな景色が見れると思う。
司会：それを見てから，できるなら中学生になったらまた見て，高校生になったらまた見て，何度も見て，見るたびにこの甘利山がどうなったらいいのか考えてほしいんだ。
司会：じゃあ，今日一緒に勉強したことをスライドを見ながら振り返ろうね［スライドを使い復習しつつ時間調整］
司会：（スライドを見ながら解説をする）
司会：今日の話は難しかったかもしれないけど，でも，みんなの住む町のことなんだ。だから，心のどこかに覚えておいてもらえると嬉しいです。以上で私たちの授業は終わります。ありがとうございました。



